
 

 

 

 

 

 

 

日本の伝統 

副校長  桐田 裕貴  

 

日本では、古来より四季の移ろいから繊細な色の世界を見出し、暮らしの中に多彩な色

合いを取り入れてきました。それは、伝統色（和色）と呼ばれ、「群青色」「鶯色」「黄土

色」「菜の花色」「柿色」「珊瑚色」「薔薇色」「小豆色」「江戸紫」「鳩羽色」といった風雅

な色名が付けられています。東京スカイツリーのカラーデザインであるスカイツリーホワ

イトも、かすかに青みがかった白が青空に映え、四季を通じて様々な表情を創り出すとい

う理由から、日本の伝統色「藍白」がベースに使われています。  

皆様が１１月から連想する色は、何色でしょうか。日本の四季の中でも色彩の変化に富

む１１月は、日本の風土を象徴する月と言われることがあります。初旬は、「天色（あま

いろ）」の空が広がる秋晴れが続きますが、毎年８日頃の立冬を過ぎると、朝晩の気温が

下がり寒さを感じるようになります。中旬には、山々や街路樹の木々が「鬱金色（うこん

いろ）」や「紅葉色」などで華やかに色彩られます。下旬には、「栗皮色」の落葉が舞い、

北国から山野を「月白（げっぱく）」に染める初雪の便りが聞かれ、冬の訪れを感じられ

るようになります。今、鳩森小学校は、「天色」の空と「柳緑」の芝の間で、運動会の練

習に励む子供たちの笑顔が「鳩森色」に輝いています。  

鳩森小学校には、「茶道教室」「生け花教室」「連吟教室」など、日本の伝統文化に親し

む活動があります。例年、１・２年生が、おじいちゃん、おばあちゃん、地域の皆様から

「日本の昔遊び」を教えていただいたり、５年生が、学校の田んぼで育てた稲を使って卒

鳩の保護者から「しめ縄作り」を習ったりしています。１０月に開催した「茶道教室」と

「生け花教室」は、礼儀や作法を身に付けることを通して、学習指導要領改訂の重点の一

つ「日本の伝統文化を尊重する心」を育む機会になりました。  

また、１１月は「渋谷区和食給食月間」です。栄養バランスに優れ、旬を感じ取ること

ができる和食を充実させることで、日本人の伝統的な食文化を学び、将来にわたり健全な

生活を推進するために、渋谷区立小中学校の全校で実施される教育委員会事業です。１１

月の和食給食の秋献立は、４回提供されます。オリンピック・パラリンピック教育の一環

として、ユネスコ無形文化遺産に登録されている和食を通して、日本の食文化への理解を

深められる機会にしていきます。  

 

鳩森だより      
 

ＨＡＴＯＭＯＲＩ ＥＬＥＭＥＮＴＡＲＹ ＳＣＨＯＯＬ            渋谷区立鳩森小学校 

令和２年１０月３０日 

TEL(3352)3780 FAX(3352)4810  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼｱﾄﾞﾚｽ  https://www.fureai-cloud.jp/hatomori 
 

１１月号 

【教育目標】  

感じ  かかわり  つくる  

＜渋谷区くみんの広場  ふるさと渋谷フェスティバルについて＞ 

今年度、鼓笛隊による「パレード」については実施されませんが、「フェスティバル」

については特設サイトが開設され、オンラインで開催されます。その中で、「YOU MAKE 

SHIBUYA」にのせて、各学校の紹介がスライドショーで流される予定です。この曲は、

運動会で低学年が披露するダンスの BGM にも使用しています。  



 

 

１０月１６日（金）、「Tokyo Global Gateway」と「そなエリア」に行きました。鳩森小学校では今

年度、初めての校外学習になりました。 

 「Tokyo Global Gateway」では、英語だけですすめられるプログラムを少人数のグループで取り組

みました。身近なものから効果音を作り出したり、レストランや飛行機など様々な場面で必要とする会

話をしたりしました。子供たちは積極的に取り組んで、一生懸命英語で表現する姿が見られました。 

 「そなエリア」では、大きな地震が起きたときに東京の街はどうなるか、生き抜くために必要なこと、

日々備えておくことなどを、タブレット端末を活用したり、映像を見たりして学びました。 

 バスでの移動を含め、各見学施設において、新型コロナウイルス感染拡大防止に最大限努めて、活動

しました。 

 

  



 

音楽担当 北村 真由美  

 

 コロナ禍での音楽の授業。子供たちはいつもマスクをつけながら音楽を聴いたり、リズムを打っ

たり、歌ったり楽器を演奏したりなどして音楽を学んでいます。仲間と音楽を楽しもうとする姿に、

何度も励まされました。心に残った場面を２つ紹介します。  

 

２ 年 生 「 身 の ま わ り の 音 に 耳 を す ま そ う 」          

                                                               

                   身の回りの様々な音の特徴を学ぶ授業で、あぶらぜみ、

みんみんぜみ、くまぜみ、つくつくぼうしの鳴き声の真似

をして、即興的に鳴き声を重ねる学習をしました。このグ

ループは、くまぜみがやってきて鳴き始めたら、鳴いてい

たあぶらぜみ、みんみんぜみがピタッと鳴きやめる部分を

つくっていました。２年生で、よくここまで音の重なりの

順番を工夫して声を重ね合わせられたなあと、とても感心

しました。普段やさしい声のお友達が元気に鳴き声をまね

るなど、意外な姿も沢山見られました。リズムや鍵盤ハー

モニカの学習もとても頑張っています。  

 

 ６ 年 生 「 鼓 笛 隊 の 活 動 」 

  

体育館での鼓笛隊の演奏場面です。鼓笛隊の練

習は主に授業内で、学習内容を学んだ後に取り

組んでいます。  

 子供たちは短い時間でも並んで鼓笛隊の演奏

ができる喜びをとても感じており、体育館へ向

かう足取りも軽やかです。演奏もさすがにまと

まっており、勢いがあります。新たに演奏する

曲も楽しみにしているようです。今年も口ずさ

みやすい有名な曲を選曲しました。１１月以降、

楽しみにしていてください。学校のリーダーと

して、４・５年生の皆さんと力を合わせて今年

の鼓笛隊を盛り上げてほしいです。  

 

 

教室の窓から  

 

 後期になり、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止していた縦割り班活動が再開し

ました。縦割り班活動は１年生から６年生までが１つの班を作り、掃除やあそびなど様々な

活動をします。掃除のときには高学年が１年生に優しく掃除の仕方を教えています。また、

縦割り班遊びでも仲良く遊ぶ姿が見られています。  

 まだ、様々な制約がある中で少しずつ戻ってきた日常を通して友人や他の学年の児童と共

に力を合わせることの素晴らしさを実感しているところです。今後も力を合わせることの大

切さを実感させていきたいと思います。  

（生活指導担当 秋田 威文） 

 

１１月の生活指導  力を合わせて活動しよう 
 

１１月の保健目標    何でも食べて、丈夫な体をつくろう 



【１１月の行事予定】 

月 火 水 木 金 土 日 

         
 

 
 

   
 
 
 
 
 
 

 １ 
 
 

２  
ALT 
まなび～ 

３ 
文化の日 
（東京都 
教育の日） 

４  
まなび～ 

５   
ALT 
朝遊び 

６   
SC（都） 
読書月間終 
 
 
 
 

７ 
 
 
 
 
 
 

８ 
 
 
 

９  
ALT 
まなび～ 

１０   
代表委員会・
環境活動 

１１ 
パラバドミン
トン選手来校 

１２  
ALT 
SC（区） 
朝遊び 
就学時健診 
 

１３   
SC（都） 
生活科見学 
（１・２年） 
 
 
 

１４ 
 
 
 
 
 
 

１５ 
 
 

１６  
ALT 
まなび～ 
 

１７   
プラネタリウム
（６年） 
委員会 

１８ 
まなび～ 
 

１９  
ALT 
朝遊び 
避難訓練 
（二次避難） 
 

２０ 
SC（都） 
お話会 
（１・２年） 
 
 
 

２１ 
 

２２ 
 
 
 
 

２３ 
勤労感謝の日 

２４   
クラブ 
 

２５ 
まなび～ 
色覚検査 
（４年希望者） 

２６  
ALT 
SC（区） 
朝遊び 

２７ 
SC（都） 
 
 
 
 
 

２８ 
土曜日授業 

２９ 
 
 
 
 
 
 

３０  
ALT 
まなび～ 

    
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

「ＳＣ」はスクールカウンセラー 「ＡＬＴ」は英語活動・外国語活動 

「まなび～」は放課後学習クラブ 

 

 

 保護者・地域の皆様のご協力により、校庭の花壇や学年の花壇に新しい草花や野

菜が植えられました。１階や体育館前のトイレの改修工事も終わり、訪れる皆様に

も快適に使っていただけるようになっています。芝生もしっかり根付き、子供たち

は休み時間、元気に外遊びをしています。 

 校内や花壇の環境整備・様子について 


